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論理学(1 単位・30 時間) 

担当者 山田 正行 

開講時期 １学年 前期 授業形態 講義・演習 

授業目標 1. 論理学の基本的な知識を習得し， 論理的に思考し、それを文章で表現することができる 

2. 他者の文章を論理的かつ批判的に読み、建設的な知見を導き出すことができる  

3. 他者と現状の改善に向けて論理的に議論し，異見も受けとめ，倫理的かつ実践的に合意を

導き出せる 

受講上の 

注意 

積極性、予習・復習 

 

授  業  計  画 

第１回 オリエンテーション、講義の概要と心構え。論理と倫理，理性と徳性。知力と徳＝力（virtue） 

第 2 回 看護師として論理的に考える力量の向上。その必要性と効果・意義。 

第 3 回 論理的思考の初歩とその表現。接続詞を論理的に活用し感想文・作文と論文の違いを知る。 

因果関係と時間的な順序（時間の矢）。 

第 4 回 論理的思考の基礎を広げる。 

興味・関心や好奇心を活用し，日常生活で情報を収集し，教養・知識を増やす。 

第 5 回 論理的思考の基礎を豊かにする。 

様々な知識を論理的に結びつけ，その意味を深く理解し，教養を豊かにする。 

第 6 回 論理学の現代的な意義  論理的思考とメディア・リテラシー。 

高度情報社会における医療・看護・ケアの理解のために。 

第 7 回 論理的思考の応用１・三段論法 

問題を発見するために論点を見つけて，論理を進める方法を学ぶ。 

第 8 回 論理的思考の応用２・演繹法と帰納法 具体化と抽象化の組み合わせ，その活用 

第 9 回 論理的思考の応用３・プロトコール，或いはフローチャートやアローダイヤグラム 

～P-D-C-A～のスパイラル，弁証法 

第 10 回 集団的な論理的思考の方法：チーム医療のためのブレーン・ストーミング、ＫＪ法 

第 11 回 集団的な論理的思考の発展：チーム医療のためのダブル・スパイラル学習と自省的実践 

チームワークとリーダーシップ、ＯＪＴ，ＯｆｆＪＴ，それを連動させる共同学習 

第 12 回 論理的思考の応用：多角的なアプローチ 

チームを通して改善と創造・想像・発想・発見，新たな自分を見つけ，向上する。 

第 13 回 集団的な論理的思考の応用（１） 「チーム医療」に即した知行合一のアクション・リサーチ 

第 14 回 集団的な論理的思考の応用（２） 医療・看護と倫理，出生前診断から安楽死・尊厳死まで 

第 15 回 総括。知力，徳＝力（virtue），生きる力，共に生きる力 

学科試験(筆記試験)、振り返り 

 

評価方法 平常点（20 点）と学科試験(筆記試験（80 点）の総合評価（100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

デジタル，テキスト，参考書 

配布資料，参考書は逐次、授業で紹介する 



情報科学Ⅰ<情報科学の基礎>(1 単位・15 時間) 

担当者 樽井 由紀 
開講時期 １学年 前期 授業形態 講義・演習 

授業目標 情報科学の基礎を学び、コンピューターの基本操作を習得する 

 

 

受講上の 

注意 

 

 

 

授  業  計  画 

第１回 ガイダンス  

パソコンの基本的な概念と操作  

インターネットの概念と操作、セキュリティとマナー 

第 2 回 文書作成ソフト（Word）の概念と基本操作 文書作成 

第 3 回 文書作成ソフト（Word）文書の印刷、編集、画像の挿入、テキストボックス 

第 4 回 プレゼンテーションソフト（Power Point）の概念と基本操作 

第 5 回 プレゼンテーションソフト（Power Point）図やオブジェクトの挿入、アニメーションの設定 

第 6 回 演習 

第 7 回 演習 

第 8 回 単位認定試験 

第 9 回  

第 10 回  

第 11 回  

第 12 回  

第 13 回  

第 14 回  

第 15 回  

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験 40 点、平常点 60 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



情報科学Ⅱ<統計学の基礎とリテラシー>(1 単位・30 時間) 

担当者 樽井 由紀 ・ 山岡大晃 ・ 堀井久仁子 
開講時期 １学年 前期 授業形態 講義・演習 

授業目標 1. 統計学の基礎知識を学び、統計資料の解読と表計算ソフトを用いた情報処理ができる 

2. 医療情報のリテラシーを理解し、ICT を活用した看護が考えられる 

 

受講上の 

注意 

 

 

 

授  業  計  画 

第１回 ガイダンス 

医療情報のリテラシー、医療者サイドと非医療者サイドの違い 

(樽井) 24 時間 

第 2 回 エクセルの基礎、データ入力の基本 

第 3 回 エクセル関数（1） 

第 4 回 エクセル関数（2） 

第 5 回 エクセル関数（3） 

第 6 回 平均、分散と標準偏差 

第 7 回 度数分布 正規分布・ヒストグラム 

第 8 回 T 検定 

第 9 回 χ²検定 

第 10 回 相関 

第 11 回 総合演習 

第 12 回 総合演習 

第 13 回 ICT 活用 保健・福祉で活用している現場の講義 院内 (山岡) 2 時間 

第 14 回 ICT 活用 保健・福祉で活用している現場の講義 地域 ( 堀井 ) 2 時間 

第 15 回 まとめ 単位認定試験 (樽井) 2 時間 

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験 40 点、平常点 60 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「統計学」医学書院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



英語(1 単位・30 時間) 

担当者 Robert Tour 
開講時期 １学年 前期 授業形態 講義・演習 

授業目標 1. 基本的な英語会話及び医療英語を身に付けることができる 

2. 医療現場において外国人患者に対応することができる 

 

受講上の 

注意 

 

 

 

授  業  計  画 

第１回 あいさつ、自己紹介 

第 2 回 英語の歌 

第 3 回 unit1:急に話しかけられた時の対応 

第 4 回 unit2:自己紹介の時などに使う基本的な質問と答え方 

第 5 回 unit3:丁寧な質問の仕方 

第 6 回・ 
unit4:初診の患者への基本的な質問／診療科名 

第 7 回 

第 8 回 unit5:症状の尋ね方／症状の徴候と表現（用法） 

第 9 回 unit6:症状の尋ね方／人体各部の名称（用法） 

第 10 回 unit7:症状の尋ね方／病名 

第 11 回・ 
unit8:薬の服用に関する表現／薬の種類 

第 12 回 

第 13 回 unit9:入院患者に関する質問 

第 14 回 復習 

第 15 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「クリスティーンのやさしい看護英会話」 医学書院 

著：知念クリスティーン、上瀧真紀恵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



スポーツ＆レクリエーションⅠ(1 単位・30 時間) 

担当者 橿原健康スポーツクラブ KKSC 指導者 

（桝井・戌亥・小野澤・安藤・前川） 
開講時期 １学年 前期 授業形態 講義・実技 

授業目標 1. スポーツ・身体活動を通して心身をリフレッシュする 

2. 自らの健康意識を高め、生涯にわたる健全な心身の育成を目指す 

3. 集団活動を通して協調性を養う 

受講上の 

注意 

 

 

 

授  業  計  画 

第１回 ガイダンス・体力測定（柔軟性・バランス力・筋力） 

第 2 回 ビーチボールバレー・基本動作・グルーピング 

第 3 回 ビーチボールバレー・ゲーム方式 

第 4 回 ヨガ  基本の呼吸法・ポーズ 

第 5 回 ビーチボールバレー・ゲーム方式 

第 6～ 

10 回 

ヨガ 

第 11 回 ビーチボールバレー・ゲーム方式 

第 12 回 ヨガ 

第 13 回 理学療法士講話および実技 

第 14 回 ヨガ 

第 15 回 単位認定試験・ビーチボールバレー 

 

評価方法 実技テスト（はじめの体操） 

単位認定試験 100 点 (出席点 40 点・筆記試験 30 点・実技試験 30 点)  

備考  

ヨガマットは各自準備 

ビーチボールバレー用ボールは貴校が準備 

準備体操で使用する CD デッキは貴校のものを使用 

ヨガ授業：水曜日（13：00～14：30） 

スポーツ授業：金曜日（10：40～12：10） 

実施日程については別紙日程表の通り 

 

 

 

 

 



キャリア学習(1 単位・30 時間) 

担当者 塚本 邦子・安藤 祐介・森脇 崇・東郷 隆博 

上野 由美・廣部 珠嘉 
開講時期 １学年 前期・後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 1. 専門職業人として生涯学習し続けるための社会人基礎力を養う 

 

 

受講上の 

注意 

事前学習や終了後のレポートについては、内容は詳しく丁寧に書き、提出期日を守りましょう 

 

 

授  業  計  画 

第１回・ 「フレッシュキャンバスプログラム」 

他者と協働し問題解決に向けて取り組む姿勢を養う 

 

（安藤）4 時間 第 2 回 

第 3 回・ ディベート 

自己の考えを表現し、他者の考えを尊重する 

 

（  ）4 時間 第 4 回 

第 5 回・ 社会性を身につける 

茶道に学ぶ日本の文化 和室のマナー 
（塚本）4 時間 

第 6 回 

第 7 回～ 地域活動 

地域活動を通して、主体性・協調性を養う 
（上野）8 時間 

第 10 回 

第 11 回 キャリアの基礎知識 

看護職のキャリア形成について学ぶ 
（東郷）2 時間 

第 12 回・ 看護専門職とキャリア開発 

講話を通して、自己のキャリアデザインについて考える 
（森脇）4 時間 

第 13 回 

第 14 回・ 自分のキャリア(進路)を考える 

プレゼンテーション「いま考える、わたしの将来像」 
（廣部）4 時間 

第 15 回 

 

評価方法 単位認定試験 100 点(レポート課題 80 点、GW 等平常点 20 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「看護職としての社会人基礎力の育て方」日本看護協会出版会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



生活科学(1 単位・30 時間) 

担当者 吉田 恵実・西村 賢次・須貝 元彦・小泉 実穂 

上野 由美・中北 仁子 
開講時期 １学年 前期・後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 1. 生活するために必要な衣食住に関する行動や環境について理解できる 

2. 快適な生活について考えることができる 

 

受講上の 

注意 

日常生活に興味を持ち、積極的に参加しましょう 

事前学習や終了後のレポートについては、内容は詳しく丁寧に書き、提出期日を守りましょう 

 

授  業  計  画 

第１回 生活するという事 (マナー、身だしなみ、社会生活)  【マイナビ】 小泉 2 時間 

第 2 回 住むという事 (掃除を学ぶ)             【ダスキン】 西村・須貝 

2 時間 

第 3 回 住むという事 (古民家を知る)               【橿原市教育委員会見学】  

 

上野 8 時間 

第 4 回・ 
住むという事 (現代の住宅を知る)                 【大和ハウス見学】 

第 5 回 

第 6 回 住むという事 (快適な住宅とは何かを考える) 

第 7 回 着るという事  (衣服に触れる・整える(洗濯・アイロン)  

中北 6 時間 第 8 回・ 
着るという事・日本の文化を知る (浴衣の着付け、和室のマナー) 

第 9 回 

第 10 回・ 
食べるという事 (食事のマナーを身に着ける) 吉田 4 時間 

第 11 回 

第 12 回 食べるという事 （調理の計画・準備）  

中北 8 時間 第 13 回・ 
食べるという事 (調理) 

第 14 回 

第 15 回 健康や環境に配慮した生活について考える 

 

評価方法 単位認定試験(レポート 100 点) ＊最終評価 

デジタル 

テキスト 

参考書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

専門基礎分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 



 

解剖生理学Ⅰ<細胞・血液他>(1 単位・30 時間) 

担当者 岡田 佳栄・上野 由美 

開講時期 1 学年 前期 授業形態 講義 

授業目標 人体を構成する細胞・組織・器官、内部環境を整える血液・内分泌の構造と機能について理解

する 

受講上の 

注意 

入学前に提示した 5 教科の問題の科目のところを復習しておこう 

 

授  業  計  画 

第１回～ 

第 3 回 

ガイダンス 

解剖生理学のための基礎知識 

細胞の構造と機能 

①体表から触知する人体の構造 

②人体の構造と区分 

③人体の部位と器官 

④方向と位置を示す用語 

⑤細胞の構造と機能 

⑥細胞の増殖と染色体 

⑦分化した細胞からつくる組織 

 

 

第 4 回 機能からみた人体 ①動物機能と植物機能の器官系 

②体液とホメオスタシス 

第 5 回・ 

第 6 回 

血液の組成と機能 ①血液の組成と機能②赤血球③白血球 

④血小板⑤血漿タンパク質と赤血球沈降速度 

⑥血液の凝固と線維素溶解⑦血液型  

第 7 回～ 内分泌系 ①内分泌とホルモン 

②ホルモンの化学構造と作用機序 

③全身の内分泌腺と内分泌細胞 

④ホルモン分泌の調節 

⑤ホルモンによる調節の実際 

第 12 回 

 

 

 

第13回～ 

第 14 回 

身体機能の防御と適応 ①皮膚の構造と機能 

②生体の防御機構 

③代謝と運動 

④体温とその調整 
 

第 15 回 身体の仕組みと日常生活行動 

（上野 由美） 

単位認定試験 

体温と衣生活 

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「人体の構造と機能①解剖生理学」医学書院 

「疾病の成り立ちと回復の促進②病態生理学」医学書院 

 



 

解剖生理学Ⅱ<骨・筋・脳神経他>(1 単位・30 時間) 

担当者 岡田 佳栄・高原 恵 単元 筋骨格・脳神経・感覚器 

開講時期 1 学年 前期 授業形態 講義 

授業目標 身体の活動に影響する筋骨格・脳神経・感覚器の構造と機能について理解する 

受講上の 

注意 

デジタル教科書を読んで予習をしましょう 

 

 

授  業  計  画 

第１回～ 

第 5 回 

身体の支持と運動 

（筋骨格系） 

①人体の骨格 

②骨の形態と構造 

③骨の発生と成長 

④骨の生理的な機能 

⑤関節 

⑥骨格筋 

⑦体幹の骨格と筋 

⑧上肢の骨格と筋 

⑨下肢の骨格と筋 

⑩頭頸部の骨格と筋 

⑪筋の収縮 

 

 

 

 

第 6 回～ 

第 11 回 

情報の受容と処理① 

（脳神経系） 

①神経系の構造と機能 

②脊髄と脳 

③脊髄神経と脳神経 

④脳の高次機能 

⑤運動機能と下行伝導路 

⑥感覚機能と上行伝導路 

 

 

 

 

第12回～ 

第 14 回 

情報の受容と処理② 

（感覚器系） 

①眼の構造と視覚 

②耳の構造と聴覚・平衡覚 

③味覚と嗅覚 

④痛みの分類と発生機序 

 

 

第 15 回 身体の仕組みと日常生活行動 

（髙原 恵） 

単位認定試験 

動く・寝る・聞く・話す 

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「人体の構造と機能①解剖生理学」医学書院 

「疾病の成り立ちと回復の促進②病態生理学」医学書院 

 

 



 

生化学(1 単位・15 時間) 

担当者 中井 久美子 
開講時期 1 学年 前期 授業形態 講義 

授業目標 1. 人体を構成する物質について理解する    

2. 生体内で起こる化学変化について理解する 

 

受講上の 

注意 

 

 

 

授  業  計  画 

第１回 生化学の基礎知識／細胞と生体成分 

第 2 回 糖質の構造と機能／糖質の代謝 

第 3 回 アミノ酸の構造と機能／たんぱく質の構造と機能／脂質の構造と機能 

第 4 回 脂質とコレステロールの代謝 

第 5 回 核酸の化学構造・遺伝子／酵素の化学的特徴 

第 6 回 ビタミン・ミネラル・ホルモンの化学的特徴 

第 7 回 ホメオスタシス 

第 8 回 単位認定試験 

第 9 回  

第 10 回  

第 11 回  

第 12 回  

第 13 回  

第 14 回  

第 15 回  

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「生化学」医学書院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

栄養学(1 単位・30 時間) 

担当者 中井 久美子・松尾 範子 単元 栄養学、食事療法 

開講時期 1 学年 前期・後期 授業形態 講義 

授業目標 1. 人間にとっての栄養の意義と栄養と健康の関係について理解する  

2. 栄養の基本的概念と各種栄養素、栄養状態の評価について理解する 

3. 健康の保持増進および回復を図るための食事療法の基礎的知識について理解する 

受講上の 

注意 

 

 

 

授  業  計  画 

第１回～

第 9 回 

栄養学 

18時間 

(中井久美子) 

栄養とは／看護と栄養学 

栄養素の働きと種類 

栄養素の働きと種類 

消化吸収／エネルギー代謝 

栄養ケアマネジメント 

ライフステージの栄養 

栄養学・調理学 

臨床栄養 

臨床栄養 

臨床栄養 

第10回～

第 14 回 

 

食事療法 

12 時間 

(松尾範子) 

疾患と食事療法 1）糖尿病 

疾患と食事療法  2）消化器疾患 

疾患と食事療法  3）循環器疾患 

疾患と食事療法  4）腎臓疾患 

疾患と食事療法  5）術前術後 6）癌  

第 15 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点 栄養学 70 点、食事療法 30 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「人体の構造と機能➂栄養学」医学書院 

「別巻 栄養食事療法」医学書院 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

微生物学(1 単位・30 時間) 

担当者 宗川 義嗣 

関根 隆博・稲冨慎一郎・笠松 丈人 

村田 賢哉・辻本凌悦・酒井 勇紀 

単元 微生物、感染 

開講時期 1 学年 前期 授 業

形態 

講義 

授業目標 1. 微生物学が人体に及ぼす影響を理解する 

2．感染・免疫機構について理解する 

 

受講上の 

注意 

 

 

 

授  業  計  画 

第１回～ 

第 8 回 

微生物 

16 時間 

(宗川義嗣) 

微生物学の概要及び歴史            

細菌の性質 

真菌・原虫・ウイルスの性質 

感染と感染症 

感染に対する生体防御機構 

感染源・感染経路からみた感染症 

感染症の予防 (滅菌と消毒を含む) 

 

 

 

 

 

第 9 回～ 

第 14 回 

感染 

12 時間  

（ 関根・笠松 

・稲富・村田 

辻本・酒井) 

感染症の診断・治療               

感染症の現状と対策 

病原細菌と細菌感染症  

ウイルスとウイルス感染症 

病原真菌と真菌感染症、病原原虫と原虫感染症 

 

 

 

 

第 15 回 2 時間 

(宗川義嗣) 

単位認定試験／まとめ 

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点 微生物 60 点、感染 40 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「疾病の成り立ちと回復の促進④ 微生物学」医学書院 

 

 

 

 

 

 

 



 

病態薬理学Ⅰ(1 単位・30 時間) 

担当者 木枕 英俊・浅田 香織 単元 病態、薬理学の基礎 

開講時期 1 学年 前期 授業形態 講義 

授業目標 疾患の成り立ちと薬物の特徴、人体への働きと生体側の反応を理解できる 

 

 

受講上の 

注意 

 

 

 

授  業  計  画 

第１回～

第 10 回 

 

病態 

20 時間 

(木枕英俊) 

病気とは 

細胞・組織の損傷と修復、炎症 

免疫、移植と再生医療 

感染症 

循環障害 

代謝障害 

老化と死 

先天異常と遺伝性疾患 

腫瘍 

生活習慣と環境因子による生体の障害 

第11回～ 

第 14 回 

薬理学の基礎 

10 時間 

(浅田香織) 

薬理学の基礎知識 

・薬が作用する仕組み（薬力学） 

・薬の体力挙動（薬物動態学） 

・薬物相互作用 

・薬効の個人差に影響する因子 

・薬物使用の有益性と危険性 

・薬と法律 

 

 

 

第 15 回 単位認定試験／まとめ 

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点 病態 70 点、薬理学 30 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「病理学」医学書院 

「薬理学」医学書院 

 

 

 

 

 

 



 

病態治療学Ⅰ<呼吸・循環>(1 単位・30 時間) 

担当者 水本 領・丸橋裕之 単元 呼吸器、循環器 

開講時期 1 学年 前期 授業形態 講義 

授業目標 Ⅰ.健康障害を持つ対象への看護に必要な病態生理・検査・診断・治療を理解できる 

1.生命維持に必要な機能の障害を持つ対象の病態生理・検査・診断・治療について理解できる 

①呼吸器系に障害を持つ対象の病態生理・検査・診断・治療について理解できる 

②循環器系に障害を持つ対象の病態生理・検査・診断・治療について理解できる 

受講上の 

注意 

呼吸・循環系の解剖生理を復習しておきましょう 

 

 

授  業  計  画 

第１回～ 

第 6 回 

呼吸器系 

12 時間 

(水本 領) 

①症状と病態生理 

喀痰・血痰・喀血・咳嗽・胸痛・呼吸困難・チアノーゼ・ばち状指・呼吸

の異常・呼吸不全・CO２ナルコーシス・声の異常・いびき 

②検査と治療・処置 

喀痰検査・胸水検査・呼吸機能検査・動脈血ガス分析・画像診断・気管支

鏡・胸腔穿刺・酸素療法・呼吸理学療法・手術療法・化学療法・放射線療

法など 

③疾患の理解 

呼吸器感染症・間質性肺炎・気管支喘息・結核・慢性塞性肺疾患・肺がん・

肺血栓塞栓症 

 

 

 

 

 

第 7 回～ 

第 14 回 

循環器系 

18 時間 

(丸橋裕之) 

①症状と病態生理 

胸痛・動悸・呼吸困難・ショック・浮腫・チアノーゼ・めまい・失神・間

欠的跛行・レイノー現象・胸水 

②検査と治療・処置 

心電図・胸部 X 線検査・心エコー・心臓カテーテル法・血行動態モニタリ

ング・動脈血ガス分析・内科的治療(心臓カテーテル治療・ペースメーカ

ー・植え込み型除細動器)・外科的治療(冠動脈バイパス術・弁置換術・大

動脈バルーンパンピング)・補助循環装置・心臓リハビリテーションなど 

③疾患の理解 

虚血性心疾患・心不全・血圧異常・不整脈・弁膜症・動脈系疾患・静脈系

疾患 

 

 

 

 

 

 

 

第 15 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験 呼吸 40 点、循環 60 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「呼吸器 成人看護学②」医学書院 

「循環器 成人看護学③」医学書院 

 

 

 



実務経験のある教員等による授業科目 

医学概論(1 単位・15 時間) 

担当者 友岡 俊夫・奥西 志穂 
開講時期 1 学年 前期 授業形態 講義・演習 

授業目標 1. 医学とは何か、医学の変遷について理解できる 

2. 医療上の課題について明確にし、生命の価値や生きることの意義、質（倫理観）を考え、 

他者に自己の考えを伝えることができる 

 

受講上の 

注意 

 

 

 

授  業  計  画 

第１回・ 

第 2 回 
「医療と看護の原点―病と癒し」 

第 3 回 「医療の歩みと医療観の変遷」 

第 4 回 「科学技術の進歩と現代医療の最前線」 

第 5 回 「現代医療の新たな課題」 

第 6 回・ 

第 7 回 

生命の価値や生きることの意義、倫理観を考える 

グループワーク・発表 

担当  

奥西 

第 8 回 単位認定試験 

第 9 回  

第 10 回  

第 11 回  

第 12 回  

第 13 回  

第 14 回  

第 15 回  

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) テスト出題（友岡） 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「医学概論」医学書院（参考） 

健康支援と社会保障制度「総合医療論」医学書院 

 

 

 

 

 

 

 

 



公衆衛生学Ⅰ(1 単位・15 時間) 

担当者 永井 由美子 
開講時期 1 学年 前期 授業形態 講義 

授業目標 公衆衛生学の概念や歴史を学び、環境が人々の健康に与える影響について理解できる 

 

 

受講上の 

注意 

毎回の授業に対して予習と復習を実施すること 

 

 

授  業  計  画 

第１回 
ガイダンス 

保健統計① 

第 2 回 保健統計② 

第 3 回 医療法 医療保険 

第 4 回 地域保健 疫学 

第 5 回 環境保健 

第 6 回 感染症 予防医学 

第 7 回 産業保健 学校保健 国際保健 

第 8 回 単位認定試験 

第 9 回  

第 10 回  

第 11 回  

第 12 回  

第 13 回  

第 14 回  

第 15 回  

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

シンプル衛生公衆衛生学 南江堂 

「国民衛生の動向」 厚生労働統計協会 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

専門分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

看護学概論(2 単位・45 時間) 

担当者 奥西 志穂 
開講時期 1 学年 前期・後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 看護の主要概念理解し、各看護学の土台となる看護実践の基礎となる知識・技術・態度を習得
する 

受講上の 

注意 

「看護」に関心をもとう 医療や看護の情報や社会の動向について関心を寄せ、能動的に授業
を受けましょう 
看護とは何かを常に考えてみよう  

 

授  業  計  画 

第 1・2 回 ようこそ 看護の世界へ 

第 3・4 回 看護の概念  ・人間とはなにか 

第 5 回 看護の概念  ・環境とはなにか 

第 6 回 看護の概念  ・健康とはなにか 

第 7 回 看護の概念  ・看護とはなにか 

第 8・10 回 看護の歴史的変遷と看護の未来 G/W 

第 11・12 回 職業としての看護 

第 13・14 回 看護の機能と役割 

第 15 回 単位認定試験 

第 16 回 看護倫理について考える 

第 17 回 看護倫理について事例検討 Ｇ/Ｗ 

第 18 回 看護理論について 「看護の基本となるもの」を読む 

第 19 回 看護理論について 理論家について学ぶ ジョイストラベルビー 

第 20・21 回 看護理論について Ｇ/Ｗ 

第 22 回 発表 

第 23 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験 100 点 

(概要・筆記試験 90 点、レポート点 10 点、出席状況で減点あり / 倫理と理論・筆記試験 100

点 1 年次教科外活動の出席状況をみて減点あり) 

概要 1 単位 100 点と倫理と理論 1 単位 100 点で試験は別にあります 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「看護学概論」医学書院 
「看護の基本となるもの・ヴァージニア、ヘンダーソン」日本看護協会出版会 
「看護覚書」西東社 
「ケアの本質(生きることの意味)ミルトン、メイヤロフ」ゆるみ出版 

 

 

 

 



 

看護基本技術Ⅰ(1 単位・30 時間) 

担当者 林 裕美・奥西 志穂・髙原 恵 
単元 看護技術とは・安全安楽、コミュニケーション、感染予防 

開講時期 1 学年 前期 授業形態 講義・演習 

授業目標 看護実践に共通する基本技術を習得する 

1.看護技術の概念を理解する 

2.コミュニケーションの意義と方法が分かる 

3.感染・感染予防対策の基礎知識を理解し、実践できる 

受講上の 

注意 

感染予防の講義で、個人防護用具（ガウン）と滅菌手袋（1 双）を配布する。この科目は実技

試験があるため、自己学習や放課後に技術練習に励んでください。 

個人防護用具（ガウン）は実技試験で使用するため大切に取り扱う。 

感染防止の技術の実技試験は、講義時間外自己学習で行う。 

筆記試験が 6 割以上のもののみ実技試験を行う。 

 

授  業  計  画 

第１回～

第 3 回 

看護技術とは・安全安楽 

6 時間 

(林) 

看護技術とは  

看護における安全・安楽 

看護における安全・安楽 

第 4 回～

第 7 回 

コミュニケーション 

8 時間 

(奥西) 

看護におけるコミュニケーション 

コミュニケーションの基本 

効果的なコミュニケーション技法 

コミュニケーション障害のある人への関わり 

第 8 回 

第 9 回 

第 10 回 
感染予防 

16 時間 

（髙原） 

感染予防の基礎知識 

感染予防対策の技術と実際 

洗浄・消毒・滅菌の基礎知識 

無菌操作の技術と実際 

第 11 回 

第 12 回 
【演習】衛生学的手洗い・個人防護用具の着脱 

第 13 回 

第 14 回 
【演習】滅菌手袋の着脱・無菌操作 

第 15 回 まとめ（45 分） ／ 単位認定試験（45 分） 

 

評価方法 単位認定試験 100 点・合否(筆記試験 100 点・実技試験合否：感染予防) 

＊筆記試験を合格しないと、実技試験は受けることができない 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「基礎看護技術Ⅰ」医学書院 

 

 



 

看護基本技術Ⅱ(1 単位・30 時間) 

担当者 有田 絵美 単元 バイタルサイン・フィジカルアセスメント  

開講時期 １学年 前期 授業形態 講義・演習 

授業目標 看護実践に共通する基本技術を習得する 

1.ヘルスアセスメントの意義を理解する 

2.フィジカルアセスメントに必要な基本的技術を習得する 

3.バイタルサインの測定ができる 

4.各系統別のフィジカルイグザミネーションの方法を理解する 

受講上の 

注意 

バイタルサイン実技チェックは、講義時間外自己学習で行う 

解剖生理学を予習・復習しておくこと 

筆記試験が 6 割以上のもののみ実技試験を行う 

出席やレポートの提出状況の平常点として終講試験に加減する 

 

 

授  業  計  画 

第１回 看護におけるヘルスアセスメント 気づきのトレーニング 

第 2 回 看護におけるヘルスアセスメント 問診をやってみよう 

第 3 回 フィジカルイグザミネーション 問診 打診 触診  

第 4.5.6

回 

呼吸・循環のフィジカルアセスメント 

第 7 回 【演習】肺音・心音聴取 

第 8 回 乳房・腹部・外皮・感覚器系のフィジカルアセスメント 

第 9 回 【演習】腹部の聴診と瞳孔の観察 

第 10 回 筋・骨格・頭頚部・神経系のフィジカルアセスメント 

第 11 回 【演習】意識レベルと MMTを測定してみよう 

第 12 回 バイタルサイン測定の方法 

第13回～

第 14 回 

【演習】バイタルサイン測定の方法 

第 15 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験 100 点・合否(筆記試験 100 点・実技試験合否：バイタルサイン測定) 

＊筆記試験を合格しないと、実技試験は受けることができない 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「基礎看護技術Ⅰ」医学書院 

 

 

 



 

日常生活援助技術Ⅰ(1 単位・30 時間) 

担当者 上野 由美・西岡 美樹 単元 環境、活動・休息 

開講時期 1 学年 前期 授業形態 講義・演習 

授業目標 日常生活を整えるための援助方法を習得する 

1．生活と環境の関連を理解する 

2．看護における環境調整の意義を理解する 

3．療養者の生活環境を調整するための技術を習得する 

4．日常生活における運動と意義を理解する 

5．活動と休息における身体の仕組みを理解する 

6．活動と休息に対する援助方法を理解し実践できる 

受講上の 

注意 

臥床患者のシーツ交換実技試験は、講義時間外自己学習で行う 

解剖生理学Ⅱ(骨・筋)を予習・復習しておくこと 

筆記試験が 6 割以上のもののみ実技試験を行う 

 

 

授  業  計  画 

第１回 環境とは 療養生活における環境 

(上野)16 時間 

第 2 回 療養環境のアセスメントと調整 

第 3 回～

第 5 回 

 

【演習】環境調整の援助 

 

第 6 回～

第 8 回 

 

【演習】臥床患者のシーツ交換 

第 9 回 基本的活動の援助の基礎知識 

(西岡) 14 時間 

第 10 回 睡眠・休息の援助 

第 11 回 移動と体位保持 

第 12 回 【演習】体位変換、移乗、移送(車椅子移送、ストレッチャー移送) 

第 13 回・

第 14 回 

【演習】体位変換、移乗、車椅子移送 

第 15 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験 100 点・合否(筆記試験 100 点・実技試験合否：臥床患者のシーツ交換) 

＊筆記試験を合格しないと、実技試験は受けることができない 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「基礎看護技術Ⅱ」医学書院 

 

 



 

日常生活援助技術Ⅲ(1 単位・45 時間) 

担当者 林 裕美 単元 清潔と衣生活 

開講時期 1 学年 前期・後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 日常生活を整えるための援助方法を習得する 

1.清潔と衣生活の意義を理解する 

2.身体各部位への清潔援助方法と衣生活の援助方法を理解し習得する 

3.清潔が阻害されたときに引きおこされる問題を推察できる 

4.対象に応じた清潔援助技術を、計画、実施、評価できる 

受講上の 

注意 

解剖生理学を予習・復習しておくこと(事前課題を行うように) 

受講態度も評価に含む。積極的に考え行動すること 

 

 

授  業  計  画 

第１回・

第 2 回 

身体を清潔にすることの意義と基礎知識 

第 3 回・

第 4 回 

衣生活と寝衣交換 

第 5 回 【演習】寝衣交換の実際 

第 6 回 【演習】心地よいを考える 背部清拭 

第 7 回 【演習】心地よいを考える 全身清拭の根拠、留意点、手技を考える 

第 8 回～

第 10 回 

【演習】全身清拭 

第 11 回 【演習】陰部洗浄の目的と方法 

第 12 回・

第 13 回 

【演習】洗髪 

第 14 回 【演習】口腔ケアの目的と方法・身だしなみを整える 

第 15 回・

第 16 回 

【演習】部分浴の実際(足浴) 

第17回～

第 22 回 

【演習】事例を通して 患者の清潔を考える 

第 23 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験 50 点・ルーブリック評価 50 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「基礎看護技術Ⅱ」医学書院 

 

 

 



 

地域・在宅看護論Ⅰ<奈良の暮らし>(1 単位・15 時間) 

担当者 中北 仁子、亀田 忠彦 
開講時期 1 学年 前期 授業形態 講義・演習 

授業目標 奈良県の特徴や、そこで生活する人々の暮らしを知る 

地域特性が、生活と暮らしに影響を与えていることを理解する 

受講上の 

注意 

グループ活動には主体的に参加してください。グルーブ活動への参加状況や出席状況を含め、

評価します 

 

 

授  業  計  画 

第１回 

～第 4 回 

 

奈良の歴史と文化、暮らしについて 学内でグループ編成し、グループごと

に課題を明確にする 

奈良の歴史と文化、暮らしについてグループごとに現地に行き調べる 

・奈良県の特徴       ・奈良県内寺社仏閣 資料収集 

・奈良県の歴史や暮らしの移り変わり (中北) 14 時間 

第 5 回・

第 6 回 

【演習】グループでまとめる 

第 7 回 【演習】発表 

第 8 回 

 

我が町橿原市 

橿原市の概要と特徴について・・・・・橿原市長 亀田忠彦 

(亀田) 1 時間 

第 9 回  

第 10 回  

第 11 回  

第 12 回  

第 13 回  

第 14 回  

第 15 回  

 

評価方法 単位認定試験(ルーブリック評価 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

基礎看護学実習Ⅰ-①(1 単位・45 時間のうち 18 時間) 

担当者 林 裕美 
開講時期 1 学年 前期 授業形態 実習 

授業目標 基礎看護学で学んだ知識、技術を用いて、患者の日常生活援助を学ぶ 

1．基礎看護学実習Ⅰ-①  

看護の対象に行われている援助を通して看護の役割と機能を学ぶ 

受講上の 

注意 

病院の環境や、患者の生活、看護の実際を知り、看護に興味をもちましょう 

 

授  業  計  画 

【済生会中和病院/高井病院/香芝生喜病院】 

1 日目 

 病院・病棟オリエンテーション 

 病棟の環境見学 

 入院患者の生活環境・日常生活援助の見学 

2 日目 

 入院患者の生活環境・日常生活援助の見学 

 実習振り返り 

 

評価方法 実習評価（ルーブリック評価） 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「基礎看護学」 医学書院 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

基礎看護学実習Ⅰ-②(1 単位・45 時間のうち 27 時間) 

担当者 林 裕美 
開講時期 1 学年 後期 授業形態 実習 

授業目標 基礎看護学で学んだ知識、技術を用いて、患者の日常生活援助を学ぶ 

1．基礎看護学実習Ⅰ-② 

コミュニケーションから対象を理解し、患者に応じた日常生活の援助を学ぶ 

受講上の 

注意 

看護学生としての態度を身につけ、積極的に実習しましょう 

 

授  業  計  画 

【済生会中和病院/高井病院/香芝生喜病院】 

1 日目 

 病院・病棟オリエンテーション 

 病棟の環境見学 

 入院患者の生活環境・日常生活援助の見学 

 受け持ち患者紹介・情報収集・コミュニケーション 

 カンファレンス 

2 日目 

 受け持ち患者とコミュニケーション・情報収集 

 援助項目の設定・計画立案・計画修正 

 カンファレンス 

3 日目 

 受け持ち患者とコミュニケーション・情報収集 

 援助計画の計画修正/援助の実施・振り返り 

 

評価方法 実習評価（ルーブリック評価） 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「基礎看護学」 医学書院 

 

 

 

 

 

 

 

 



実務経験のある教員等による授業科目 

地域・在宅看護論実習Ⅰ(1 単位・45 時間) 

担当者 奥西 志穂 
開講時期 1 学年 前期 授業形態 実習 

授業目標 1．地域で生活している人々の特徴を理解し、様々な生活様式があることを知る 

1）オリエンテーションを通じて、施設の機能や役割、利用者の生活背景について概要を理解 

  する     

2）発達課題や対象者を取り巻く環境について理解し、環境がその人の暮らしに与える影響に 

ついて考える 

受講上の 

注意 

主体的に実習に望み、学生間や関係職種と協働し、対象者を尊重した行動をとること 

実習後は「私が考える対象者にとって自分らしい暮らしとは ～地域・在宅看護論実習Ⅰを終

えて学んだこと～」についてレポートする 

 

 

授  業  計  画 

1 日目 こども園実習 

     園児とのコミュニケーション 

2 日目 こども園実習 

     AM 園児とのコミュニケーション 

     PM 最終カンファレンス 

 

【橿原市こども園】 

 ・藤原京認定こども園 

 ・今井認定こども園 

 ・金橋認定こども園 

 ・畝傍こども園 

 ・新沢こども園 

3 日目 福祉センター実習 

施設オリエンテーション事業等に参加

および利用者とのコミュニケーション 

4 日目 福祉センター実習 

AM 事業等に参加および利用者とのコ

ミュニケーション 

PM 最終カンファレンス 

  

【福祉センター】 

 ・奈良市東福祉センター 

・奈良市西福祉センター 

・広陵町総合保健福祉会館 さわやかホール 

老人福祉センター 

5 日目 児童養護施設実習 

     AM 施設オリエンテーション  

     PM 居住者とのコミュニケーション 

【天理養徳院】 

 

評価方法 実習評価（ルーブリック評価） 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「在宅看護論」医学書院 

 

 

 



人間関係論(1 単位・30 時間) 

担当者 深谷 弘和 
開講時期 １学年 後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 1. コミュニケーションの基本が理解できる 

2. 人間関係を成立・発展させるための基礎となる知識を学ぶ 

3. 自己理解・他者理解の重要性、多様な価値観および個々の価値観を理解することの必要 

性について学ぶ 

受講上の 

注意 

 

 

授  業  計  画 

第１回 この授業のレディネスづくり   

・自分を知る、自己開示、自己理解 

第 2 回～ コミュニケーションの基礎 

・コミュニケーションとは 

・対人コミュニケーションの特質 

・言語的コミュニケーションの特質 

・非言語的（ノンバーバル）コミュニケーションについて 

・インターパーソナルスキル 

第 4 回 

 

第 5 回 人間関係の中の自己と他者 

・エリクソンによる 8 つの発達段階と心理 

第 6 回・ 他者との人間関係のあり方を考える 

・他者を知る、他者理解 第 7 回 

第 8 回・ 人間関係の成立・発展について考える 

・ストローク理論からコミュニケーションの意味を考える 

・不愉快な感情の背景にある自分の心のクセに気づく 

・アサーティブな自己主張の方法について考える 

第 9 回 

第 10 回 看護にいかすカウンセリング 

第 11 回 状況対応型リーダーシップ論 

第 12 回 コーチングの理論とスキル 

第 13 回 患者を支える人間関係 

第 14 回 ピアサポートを通した人間関係 

第 15 回 まとめ、単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「人間関係論」医学書院 

 

 

 

 

 

 



人間工学(1 単位・30 時間) 

担当者  
開講時期 １学年 後期 授業形態 講義 

授業目標 1. 人間工学の視点を用いて、地域で生活する人々の取り巻く環境や生活をとらえることが 

できる 

2. 人間工学の基礎的概念と看護学との関係を理解できる 

受講上の 

注意 

 

 

 

授  業  計  画 

第１回 人間工学とは 

第 2 回 人がやった方がよいこと、悪いこと 

第 3 回 生活と人間工学① 

第 4 回 生活と人間工学② 

第 5 回 ユニバーサルデザイン 

第 6 回 身体の動かし方（ボディメカニックス) 

第 7 回 動作の改善 

第 8 回 看護と人間工学～誰のための人間工学か～ 

第 9 回 看護業務の改善 ①対患者の動作に改善 

第 10 回 看護業務の改善 ②患者の治療環境の改善 

第 11 回 看護物理学   ①循環器（血圧） 

第 12 回 看護物理学     ②呼吸器と吸引 

第 13 回 看護物理学   ③点滴 

第 14 回 看護物理学   ④体温制御 

第 15 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

テキストは用いない（毎回レジメ、および必要に応じて資料を配布する） 

参考書：図書館にある人間工学に関する文献 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

心理学(1 単位・30 時間) 

担当者 森本 由紀子 
開講時期 １学年 後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 1. 人の心とは何か、心の動きや行動の基盤となる原理を理解する 

2. 人間の生活が、精神活動により支えられているということや、人間の成長発達に伴う 

心理的特徴を理解する 

 

受講上の 

注意 

 

 

 

授  業  計  画 

第１回 心理学の発展と研究方法 

第 2 回 知覚と記憶の心理 

第 3 回 知能の心理と知能検査・学習の心理 

第 4 回 感情・情緒・情操の心理 

第 5 回 適応の心理、メンタルヘルスについて１ 

第 6 回 適応の心理、メンタルヘルスについて２ 

第 7 回 性格の心理と性格検査 

第 8 回 発達の心理 乳幼児期 

第 9 回 発達の心理 青年期 

第 10 回 発達の心理 中年・老年期 

第 11 回 カウンセリング 

第 12 回 医療と心理学 その１ 

第 13 回 医療と心理学 その２ 

第 14 回 看護と心理学 

第 15 回 授業の振り返り・単位認定試験   

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「心理学」医学書院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



倫理学(1 単位・30 時間) 

担当者 山本 佳世子 
開講時期 １学年 後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 1. 倫理学の基本を理解することができる 

2. 人間の基本的権利を理解することができる 

3. 倫理問題を通して、自己の倫理観を表現することができる 

受講上の 

注意 

1.倫理的課題に「気づく」 

2.倫理的課題を分析するために「参照すべき手がかり」を見つけられる 

3.課題解決のため「何をすべきか」を考えられる 

4.課題解決のための「対話」を行うことができる 

 

授  業  計  画 

第１回 倫理とは 

第 2 回 倫理学とは 

第 3 回 倫理理論(義務論等) 

第 4 回 他者理解と対話のための理論・ナラティブ 

第 5 回 生命倫理とは・生命倫理の歴史 

第 6 回 生命倫理の 4 原則 

第 7 回 インフォームドコンセント(説明と同意) 

第 8 回 守秘義務と個人情報保護 

第 9 回 性の生命倫理・生殖の生命倫理 

第 10 回 死の生命倫理・死とは・死と医療 

第 11 回 告知についての生命倫理の課題 

第 12 回 終末期の課題 

第 13 回 移植医療.・再生医療 

第 14 回 遺伝子医療・生命倫理の課題 

第 15 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

別巻「看護倫理」（医学書院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



家族社会学(1 単位・15 時間) 

担当者 岡本 朝也 
開講時期 １学年 後期 授業形態 講義 

授業目標 1. 家族の基本的な概念が理解できる 

2. 変化する社会情勢や多様な家族構成の中で、家族、社会のあり方を理解する 

 

受講上の 

注意 

 

 

 

授  業  計  画 

第１回・ 
家族の分析の手がかり 

第 2 回 

第 3 回 青年期の異性交際と配偶者の選択、結婚の意味と機能 

第 4 回 離婚とその後、家族の危機 

第 5 回 家族の情緒構造、老親の扶養と社会ネットワーク 

第 6 回 家族の変動 

第 7 回 家族療法的アプローチ 

第 8 回 単位認定試験 

第 9 回  

第 10 回  

第 11 回  

第 12 回  

第 13 回  

第 14 回  

第 15 回  

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

別巻「家族看護学」医学書院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門基礎分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



解剖生理学Ⅲ<呼吸・循環>(1 単位・30 時間) 

担当者 水本 領・岡田 佳栄・ 

林 裕美 

単元 呼吸器、循環器 

開講時期 1 学年 前期 授業形態 講義 

授業目標 呼吸・循環に影響する人体の構造と機能について理解する 

 

 

受講上の 

注意 

臓器の名称を覚えましょう 

 

 

授  業  計  画 

第１回～ 

第 5 回 

呼吸のはたらき 

10 時間 

(水本領) 

①呼吸器の構造 

②内呼吸と外呼吸 

③呼吸器と呼吸運動 

④呼吸気量 

⑤ガス交換とガスの運搬 

⑥肺の循環と血流 

⑦呼吸運動の調節 

 

 

 

 

第 6 回～ 

第 13 回 

血液の循環とその調節 

16 時間 

(岡田佳栄) 

①循環器系の構成 

②心臓の構造 

③心臓の拍出機能 

④末梢循環系の構造 

⑤血液の循環の調節 

⑥リンパ管の構造と循環 

 

 

 

 

第 14 回 解剖見学 奈良医大にて解剖見学 

日程など詳細は後日説明 

第 15 回 身体の仕組みと日常生活行動 

（林裕美） 

単位認定試験 

息をする・入浴する 

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験 100 点 呼吸器 30 点、血液 70 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「人体の構造と機能①解剖生理学」医学書院 

「疾病の成り立ちと回復の促進②病態生理学」医学書院 

 

 

 

 

 

 

 



解剖生理学Ⅳ<消化器・泌尿器他>(1 単位・30 時間) 

担当者 岡田 佳栄・前田 純宏・ 

中北 仁子 

単元 栄養・消化吸収、泌尿器・生殖 

開講時期 1 学年 後期 授業形態 講義 

授業目標 栄養と代謝・排泄・生殖に関する人体の構造と機能について理解する 

 

 

受講上の 

注意 

 

 

 

授  業  計  画 

第１回～ 

第 9 回 

栄養の消化と吸収 

18 時間 

(岡田佳栄) 

1)①口・咽頭・食道の構造と機能 

②腹部消化管の構造と機能 

③膵臓・肝臓・胆嚢の構造と機能 

④腹膜 

2)①女性生殖器 

 ②受精と胎児の発生 

 

 

 

 

 

 

第10回～ 

第 13 回 

泌尿器・生殖 

10 時間 

(前田純宏) 

体液の調節の尿の

生成 

①腎臓の構造と機能 

②排尿路の構造 

③尿の貯蔵と排尿 

④体液の調整 

 

 

第 14 回 生殖・発生のしくみ ①男性生殖器 

第 15 回 身体の仕組みと日常生活行動 

（中北 仁子） 

単位認定試験 

食べる・排泄する 

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点 栄養 60 点、泌尿器・生殖 40 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「人体の構造と機能①解剖生理学」医学書院 

「疾病の成り立ちと回復の促進②病態生理学」医学書院 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

病態治療学Ⅱ<骨・筋・感覚器>(1 単位・30 時間) 

担当者 内原 好信・美波 直岐・百田 吉伸・塚本 真治・今中 章・  

撫井 貴弘・西村 碩人・平井 宏明・景山 魁・西村 友紀 
単元 骨・筋肉、眼科、耳鼻咽喉、皮膚 

開講時期 1 学年 後期 授業形態 講義 

授業目標 Ⅰ.健康障害を持つ対象への看護に必要な病態生理・検査・診断・治療を理解できる 
1.体幹のバランスをとるために必要な機能の障害を持つ対象の病態生理・検査・診断・治療に

ついて理解できる 
①筋・骨格系に障害を持つ対象の病態生理・検査・診断・治療について理解できる 
②感覚器系に障害を持つ対象の病態生理・検査・診断・治療について理解できる 

受講上の 

注意 

筋・骨格系、感覚器系の解剖生理を復習しておきましょう 

 

授  業  計  画 

第１回～

第 7 回 

筋・骨格系 

14 時間 

（内原好信 

美波直岐 

百田吉伸 

塚本真治 

今中 章 

撫井貴弘 

西村碩人) 

①症状とその病態生理 

疼痛・形態異常・関節運動異常・神経障害・循環障害など 

②検査・処置・治療 

画像検査・電気生理学的検査・関節鏡検査・保存療法・手術療法・義肢と

装具 

③疾患の理解 

骨折・脊髄損傷・関節リウマチ・骨腫瘍・神経・筋疾患・変形性関節症・ 

脊椎疾患・小児に特有な疾患 

第 8 回・

第 9 回 

感覚器系(眼) 

4 時間 

(平井宏明) 

①症状とその病態生理 

眼脂・羞明・充血・視力障害・視野異常・色覚異常・夜盲など 

②検査・処置・治療（各種検査・点眼・視力矯正・手術療法） 

③疾患の理解 

機能の障害（屈折・調節・色覚の異常）・炎症性疾患・網膜・色覚の疾患

と手術・水晶体の疾患と手術・緑内障と手術 

第10回～

第 11 回 

感覚器系 

(耳鼻咽喉) 

5 時間 

(景山 魁) 

①症状とその病態生理（難聴・耳鳴・眩暈・鼻閉・鼻出血など） 

②検査・処置・治療（聴覚検査・平衡機能検査・内視鏡検査・手術など） 

③疾患の理解（中耳炎・メニエール病・突発性難聴・副鼻腔炎・頭頸部がん

など） 

第12回～

第 14 回 

 

感覚器系(皮膚) 

6 時間 

(西村友紀) 

①症状とその病態生理（発疹・搔痒・皮膚の老化） 

②検査・処置・治療（免疫・アレルギー検査・病原微生物の検査法・全身療

法・外用療法・手術療法など） 

③疾患の理解（炎症性皮膚疾患・皮膚がん・熱傷・褥瘡など） 

第 15 回 耳鼻咽喉科に時
間含む 45 分 

単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験 筋骨 40 点、感覚器 20 点、20 点、20 点) 

デジタル 

テキスト 

「運動器 成人看護学⑩」医学書院、「眼 成人看護学⑬」医学書院 
「耳鼻咽喉 成人看護学⑭」医学書院、「皮膚 成人看護学⑫」医学書院 



 

病態治療学Ⅲ<脳神経・精神機能障害>(1 単位・30 時間) 

担当者 橋本 浩・髙橋 久美子 単元 脳神経系、精神科 

開講時期 1 学年 後期 授業形態 講義 

授業目標 Ⅰ.健康障害を持つ対象への看護に必要な病態生理・検査・診断・治療を理解できる 

1.心身のバランスをとるために必要な機能の障害を持つ対象の病態生理・検査・診断・治療に

ついて理解できる 

①脳神経系に障害を持つ対象の病態生理・検査・診断・治療について理解できる 

②精神機能に障害を持つ対象の病態生理・検査・診断・治療について理解できる 

受講上の 

注意 

脳神経系の解剖生理を復習しておきましょう 

 

 

授  業  計  画 

第１回～

第 8 回 

脳神経系 

16 時間 

( 橋本 浩) 

①症状とその病態生理 

意識障害・高次脳機能障害・運動機能障害・感覚機能障害・自律性のある

機能の障害・頭蓋内圧亢進と脳ヘルニア・髄膜刺激症状・頭痛・めまい 

②検査・診断・治療・処置 

神経学的診察・画像診断・電気生理学的検査・脳脊髄液検査・外科的治療

法・内科的治療法 

③疾患の理解 

脳血管障害・脳腫瘍・正常圧水頭症・頭部外傷・パーキンソン病・ギラン

バレー症候群・多発性硬化症・重症筋無力症・脊髄小脳変性症・ALS・脳

脊髄液の異常・てんかん・認知症 

単位認定試験 

第 9 回～

第 15 回 

精神機能障害と

メンタルヘルス 

14 時間 

(高橋久美子) 

①精神症状の理解 

②検査・診断・治療 

③疾患の理解 

統合失調症・双極性障害・依存症（アルコール依存・薬物依存）・てんか 

ん・神経症性障害・ストレス関連障害及び身体表現障害・パーソナリティ

障害・神経発達障害・児童精神・その他 

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験 脳神経 50 点、精神 50 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「脳・神経 成人看護学⑦」医学書院 

「精神看護の基礎 精神看護学①」医学書院 

「精神展開 精神看護学②」医学書院 

 

 

 

 



 

医療安全(1 単位・15 時間) 

担当者 上野 由美 
開講時期 1 学年 後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 安全な医療を提供するための基本的な知識が理解できる 

1. 看護・医療事故に対する関心がもてる 

2. 看護・医療事故予防のための思考過程が身につく事ができる 

3. 看護・医療事故予防策及び安全の基盤となる考え方が理解できる 

4. 安全な看護を提供するための臨床判断力と倫理について考えることができる 

受講上の 

注意 

1.安全・医療事故に関する用語理解を深めるために、事前に医療事故に関する意味を調べよう 

2.看護に関する事故事例を新聞やインターネットより 1 事例を調べておこう 

 

授  業  計  画 

第１回 看護事故事例を新聞やインターネットから検索しよう 

第 2 回 グループでラベルワークをして、医療事故の原因と予防策を考えよう 

第 3 回 医療事故と予防策(予防策を発表しよう)・事故分析 

第 4 回 日本における医療事故の考え方・医療者の役割と安全の関係について 

第 5 回 ヒューマンエラーとは・ヒューマンエラーのメカニズムとは・自己モニタリング 

第 6 回 看護事故防止の考え方・療養上の世話における事故 

第 7 回 診療の補助業務に伴う事故・個人レベル・組織レベルの取り組みとは 

第 8 回 単位認定試験 

第 9 回  

第 10 回  

第 11 回  

第 12 回  

第 13 回  

第 14 回  

第 15 回  

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験 80 点、平常点 20 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「統合分野 医療安全」医学書院 

「医療・安全ワークブック」医学書院 

「学生のためのヒヤリ・ハットに学ぶ看護技術」医学書院 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

専門分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

日常生活援助技術Ⅱ(1 単位・30 時間) 

担当者 上野 由美・西岡 美樹 単元 食事、排泄 

開講時期 1 学年 後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 日常生活を整えるための援助方法を習得する 

1.健康な生活を送るうえでの食事の必要性を理解する 

2.様々な健康状態にある対象に適した食事内容や方法を理解する 

3.様々な健康状態にある対象の食事を整える技術を習得する 

4.排泄の意義とメカニズム、排泄の障害について理解する 

5.床上排泄の援助方法を習得する 

6.浣腸・導尿の目的・援助方法を理解する 

受講上の 

注意 

患者にとって苦痛を伴う援助となるため、自主練習を重ねる 

解剖生理学Ⅳ(消化器・泌尿器)を予習・復習しておくこと 

 

 

授  業  計  画 

第１回 食事の基礎知識 食べる仕組みと意義 

第 2 回 栄養摂取・吸収と栄養のアセスメント 

第 3 回 健康状態に応じた食事方法・栄養摂取方法 

第 4 回・

第 5 回 

【演習】食事介助 

第 6 回 排泄の意義・メカニズム 

第 7 回 排泄障害の種類と特徴 排泄の援助 

第 8 回～

第 11 回 

 

 

【演習】床上排泄・導尿 

 

第12回～

第 14 回 

 

【演習】浣腸 

第 15 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「基礎看護技術Ⅱ」医学書院 

 

 

 

 



 

診療の補助技術Ⅰ(1 単位・30 時間) 

担当者 林 裕美 単元 与薬・輸血 

開講時期 1 学年 後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 基本的な診療補助技術を習得する 

1.薬物療法における基礎知識と看護の役割を理解する 

2.各与薬法の援助方法を理解する 

3.安全安楽かつ、確実な援助方法を習得する 

受講上の 

注意 

皮下注射実技試験は、講義時間外自己学習で行う 

解剖生理学を予習・復習しておくこと(事前課題を行うように) 

筆記試験が 6 割以上のもののみ実技試験を行う 

 

 

授  業  計  画 

第１回 与薬の基礎知識 看護師の役割 

第 2 回 薬物の吸収・排泄のメカニズム 薬物の種類と取り扱い方 

第 3 回 薬物療法における安全管理 

第 4 回 与薬方法の基礎知識(内服薬・経皮的与薬・直腸内与薬、点鼻、点耳) 

第 5 回 【演習】与薬方法の実際 (内服薬・経皮的与薬・直腸内与薬、点鼻、点耳) 

第 6 回 注射法の基礎知識(皮内注射・皮下注射・筋肉注射) 

第 7 回 注射法の基礎知識(静脈内注射・点滴注射) 

第 8 回 【演習】注射法の基礎知識(静脈内注射・点滴注射)・滴下の管理 

第 9 回 中心静脈注射の基礎知識 

第 10 回 輸血の看護 

第 11 回 【演習】注射薬・注射器の取り扱い・皮下注射の実際 

第 12 回 【演習】注射薬・注射器の取り扱いの実際  

第 13 回・

第 14 回 

【演習】皮下注射の実際 

第 15 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験 100 点・合否(筆記試験 100 点・実技試験合否：皮下注射) 

＊筆記試験を合格しないと、実技試験は受けることができない 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「礎看護技術Ⅱ」医学書院 

 

 

 

 

 



 

診療の補助技術Ⅱ(1 単位・30 時間) 

担当者 村井 秀昭・岡野 雅洋子 単元 救急法、創傷・包帯法 

開講時期 1 学年 後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 基本的な診療補助技術を習得する 

1.生命の危機的状況にある対象の特徴を知り、救急治療における看護の役割を理解する 

2.救急時における看護の基礎的技術を習得できる 

3.包帯法の目的と種類、援助方法を習得する 

4.創傷・褥瘡についての基礎知識と援助方法を理解する 

 

受講上の 

注意 

解剖生理学を予習・復習すること(事前課題を行うように) 

 

 

 

授  業  計  画 

第１回 救急法 

15 時間 

(村井秀昭) 

救命救急処置の基礎知識 

第 2 回 救急看護に求められる能力 

第 3 回 心肺蘇生法の基礎知識 

第 4 回 救急領域における家族看護 

第 5 回～

第 7 回 

【演習】心肺蘇生法の実際 

第 8～ 

9 回 

創傷・包帯法 

15 時間 

(岡野雅洋子) 

創傷の種類と治癒過程 創部の観察とドレッシング法 ドレッシング材の種類

と特徴  

第 10 回 褥瘡予防 

第 11 回 【演習】創傷の種類と治癒過程 創部の観察とドレッシング法 ドレッシング

材の種類と特徴 

第 12 回 【演習】包帯法・止血法 

第13回～

第 14 回 

【演習】院内急変時の対応 

・急変時における看護師の役割、特性 

・救急カート 

・救急時の看護技術 

第 15 回 まとめ、単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験 100 点 （筆記試験 救急法 50 点、創傷・包帯法 50 点） 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「基礎看護技術Ⅱ」医学書院 

 

 



 

診療の補助技術Ⅲ(1 単位・15 時間) 

担当者 西岡 美樹 単元 診察・検査・計測、吸引・吸入・酸素療法 

開講時期 1 学年 後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 基本的な診療補助技術を習得する 

1．診察・検査における看護師の役割を理解し、正確な検体の採取と援助方法を習得する 

2．呼吸管理に必要な吸引・吸入療法について理解する 

3．酸素療法における基本的知識・援助方法を理解する 

受講上の 

注意 

解剖生理学を予習・復習すること(事前課題を行うように) 

 

 

授  業  計  画 

第１回 症状・生体機能管理技術の基礎知識 

検体検査の基礎知識と看護(尿検査・便検査・喀痰検査) 

第 2 回 検体検査の基礎知識と看護(血液検査(静脈血検査、動脈血検査、血糖測定)) 

生体情報のモニタリング 

第 3 回 診察の介助、検査・処置の介助 

第 4 回・

第 5 回 

【演習】検査の援助(静脈血採血・検尿) 

第 6 回・ 

第 7 回 

呼吸・循環の管理に必要な援助技術 

第 8 回 単位認定試験 

第 9 回  

第 10 回  

第 11 回  

第 12 回  

第 13 回  

第 14 回  

第 15 回  

  

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「基礎看護技術Ⅱ」医学書院 

 

 

 

 

 



 

看護過程(1 単位・30 時間) 

担当者 上野 由美 
開講時期 1 学年 後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 1.看護実践における問題解決の思考プロセスの方法を習得する 

2.ヘンダーソンの理論に基づいて 看護過程の展開ができる 

3.学習支援の方法について理解できる 

受講上の 

注意 

看護過程は、看護目的を達成するための手段であり、対象者にとって必要な援助を見極め、提供する

ための手段・方法論です。授業では、「書き方」にこだわるのではなく、「なぜそのように思考するのか」

について理解することを意識してください。 

ヘンダーソンの看護論で学習しますので、基本的ニードについて予習しておいてください。 

 

授  業  計  画 

第１回 問題解決思考と看護過程 クリティカルシンキング 

第 2 回 看護過程の意義と構成要素 

ヘンダーソンの看護  概念と枠組み 

第 3 回～

第 7 回 

看護過程の実際 

1)アセスメント 

(1)情報収集 

(2)解釈・分析 

(3)全体像の把握 

2)看護問題の明確化 

3)看護計画の立案 

4)実施（記録）・評価・修正 

第 8 回～

第 13 回 

 

【演習】脳梗塞患者の事例展開 

模擬患者の看護 記録・評価・観察の実施 

看護記録 

第 14 回・

第 15 回 

学習支援 

単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験 50 点、課題 50 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「基礎看護技術Ⅰ」医学書院 

看護過程を使ったヘンダーソン看護論の実践  ヌーヴェルヒロカワ 

看護が見える vol.4 看護過程の展開、 メディックメディア 

  



実務経験のある教員等による授業科目 

成人看護学概論(1 単位・30 時間) 

担当者 有田 絵美 
開講時期 １学年 後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 人間のライフサイクルにおける成人期の特徴を総合的に理解できる 

成人の健康を支える保健医療福祉について理解できる 

1.成人看護の意義と役割について理解できる 

2.成人の社会や家族における役割と生活行動について理解できる 

3.成人各期の特徴について理解できる 

4.成人保健の動向を踏まえて、成人期にある人々の健康障害の特性とその要因について理解で

きる 

5.成人への看護アプローチの基本的な概念と理論について理解できる 

受講上の 

注意 

 

 

 

授  業  計  画 

第１回 成人看護の対象 

第 2 回 成人を取り巻く環境と生活の状況 

第 3 回 青年期の特徴および健康問題と看護の役割 

第 4 回 壮年期の特徴および健康問題と看護の役割 

第 5 回 向老期の特徴および健康問題と看護の役割 

第 6 回・

第 7 回 
【演習】成人期に特徴的な健康問題(GW) 

第 8 回・

第 9 回 
【演習】成人期に特徴的な健康問題(発表) 

第 10 回・

第 11 回 

ヘルスプロモーションと看護 

健康をおびやかす要因と看護 

第 12 回・

第 13 回 

様々な健康段階にある成人への看護に必要な概念 

アンドラゴジー、エンパワメント、自己効力、ストレス理論、危機理論 

第 14 回 【演習】成人期にある人々への看護(GW／発表) 

第 15 回 まとめ 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「成人看護学総論」医学書院 

「国民衛生の動向」 

 

 

 

 



実務経験のある教員等による授業科目 

老年看護学概論(1 単位・15 時間) 

担当者 中北 仁子 
開講時期 1 学年 後期 授業形態 講義 

授業目標 老年期にある対象を総合的に理解し、高齢者のライフステージとその健康上のニーズを理解で

きる 

受講上の 

注意 

高齢者に関心を持つことが、老年看護学の始まりです 

社会生活を営む高齢者の様子を日常生活の中でも観察し、身近に高齢者の方がいる場合はコミ

ュニケーションをとるなど高齢者の方に興味や関心をもつよう意識してください 

 

授  業  計  画 

第１回 「老いる」ということ、老いを生きるということ 

第 2 回 老年期を生きる人の理解(時代背景) 

第 3 回 超高齢社会と社会保障(わが国の高齢化・世帯・健康・くらし) 

第 4 回 高齢社会における保健医療福祉の動向 

第 5 回 介護保険制度 

第 6 回 高齢化社会における権利擁護(差別・虐待・拘束・権利擁護制度) 

第 7 回 老年看護学の変遷(老年看護学の目指すもの) 

第 8 回 単位認定試験 

第 9 回  

第 10 回  

第 11 回  

第 12 回  

第 13 回  

第 14 回  

第 15 回  

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験 80 点、平常点 20 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「老年看護学」医学書院 

 

 

 

 

 

 

 



 

小児看護学概論(1 単位・30 時間) 

担当者 熊谷 江利子 
開講時期 1 学年 後期 授業形態 講義 

授業目標 小児の成長発達を理解し、小児各期の特徴に応じた生活と養護について理解する 

小児を取り巻く環境が成長発達に与える影響について理解する 

小児看護の役割について理解できる 

子どもの権利について考えることができる 

受講上の 

注意 

子どもの視点から社会問題に触れながら幅広く子どもを理解していきましょう 

子どもと子どもを取り巻く環境を意図的に観察してみましょう 

子どもだったころの自分や自分を取り巻いていたものを思い起こしながら授業に臨むと学び

が深まります 

 

授  業  計  画 

第１回 子どもの特徴と小児看護  

1)小児看護の特徴 

2)小児看護の役割 

第 2 回 小児看護の変遷 

第 3 回 子どもに関する諸統計 

第 4 回 成長発達の一般原則 成長発達に影響する因子 

第 5 回～

第 8 回 

小児各期の発達段階と発達課題 

第 9 回 

 

小児と社会 

1)子どもを取り巻く環境 

2)現在社会における子どもの諸問題 

第 10 回 家庭の意義と家族の役割 

第 11 回 子どもの虐待／子どもの遊び 

第 12 回 事故防止と安全教育 

第 13 回 子どもをめぐる法律と政策(母子保健・学校保健・予防接種) 

第 14 回 子どもの権利と小児看護における倫理と課題 

第 15 回 まとめ、単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験 80 点、平常点 20 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「小児看護学概論」医学書院  

「国民衛生の動向」 

適時資料は配布します 

 

 


